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精
神
病
者
監
護
法
（
一
九
○
○
’
五
○
年
）
で
規
定
さ
れ
た

私
宅
監
置
制
度
は
、
今
日
で
は
い
わ
ゆ
る
人
権
論
の
立
場
か
ら

批
判
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
一
方
、
戦
前
に
は
む
し
ろ
日
本
的

家
族
の
美
点
と
い
う
視
点
か
ら
、
容
認
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
人

は
あ
ま
り
多
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
内
務
省
衛

生
局
の
青
木
延
春
は
、
「
私
宅
監
置
と
雌
も
何
等
排
斥
す
べ
き
も

の
で
無
く
」
「
（
私
宅
監
置
の
）
待
遇
不
良
が
少
な
い
の
は
我
国

古
来
の
家
族
制
度
の
美
点
と
言
ふ
可
き
で
あ
」
る
と
主
張
し
た
。

こ
の
よ
う
な
思
想
の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
直
感

的
に
は
、
世
界
大
戦
へ
と
突
き
進
む
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
高
揚
と
の
関
連
を
思
わ
せ
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
私
宅
監
置
擁

護
論
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
が
ど
の
よ
う
な
回
路
で
結
び
つ
い
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Ｉ
精
神
医
学
者
ワ
ィ
ガ
ン
ト
の
日
本
観
を
通
し
て

私
宅
監
置
擁
護
論
の
思
想
的
背
景

橋
本
明

愛
知
県
立
大
学
文
学
部

て
く
る
の
か
。
そ
の
一
つ
の
ヒ
ン
ト
を
、
一
九
三
○
年
に
わ
が

国
を
訪
れ
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
の
精
神
科
教
授
ワ
イ
ガ
ン
ト
の

日
本
観
に
求
め
た
い
。

ワ
ィ
ガ
ン
ト
は
、
日
本
に
お
け
る
精
神
病
者
の
独
特
な
看
護

形
態
を
賛
美
し
て
い
る
。
「
日
本
人
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
、
強

い
社
会
的
な
感
情
と
深
い
家
族
的
な
感
覚
を
持
っ
て
い
る
。
（
中

略
）
そ
の
結
果
、
彼
ら
は
精
神
病
の
家
族
を
ま
ず
自
宅
で
世
話

を
し
よ
う
と
す
る
」
と
。
彼
が
特
に
日
本
に
愛
着
を
感
じ
て
い

た
こ
と
も
事
実
だ
が
、
こ
こ
に
は
彼
の
国
家
観
お
よ
び
民
族
観

が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
。
ワ
ィ
ガ
ン
ト
は
後
に
ナ
チ
ス
に
深

く
共
感
す
る
ほ
ど
の
保
守
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
国
民
の
文
化
的
・
知
的
・
道
徳
的
な
レ
ベ
ル
の
高
さ
を

強
調
す
る
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
人
や
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
人
に
対

し
て
は
露
骨
な
侮
蔑
の
言
葉
を
吐
い
た
。
だ
が
、
第
一
次
世
界

大
戦
で
ド
イ
ツ
が
敗
北
す
る
や
、
自
国
に
対
す
る
プ
ラ
イ
ド
は

打
ち
砕
か
れ
、
文
化
的
ペ
シ
ミ
ズ
ム
に
陥
る
。
こ
れ
を
克
服
す

る
べ
く
ワ
ィ
ガ
ン
ト
が
た
ど
り
つ
い
た
の
は
、
「
精
神
病
者
へ

の
高
い
レ
ベ
ル
の
ケ
ア
が
存
在
す
る
所
で
は
、
そ
の
文
化
レ
ベ

ル
全
体
も
高
度
で
あ
る
」
と
い
う
、
精
神
科
看
護
領
域
に
お
け
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る
”
パ
ラ
レ
リ
ズ
ム
（
並
行
論
）
“
で
あ
る
。
彼
の
恩
師
で
心

理
学
者
の
ヴ
ン
ト
の
”
心
身
並
行
論
“
に
倣
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
の
精
神
医
学
が
世
界
一
で
あ
る
以
上
、
文
化

全
体
も
世
界
一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ワ
イ
ガ
ン
ト
の
日
本
の
精
神
医
学
に
関
す
る
言
及
も
、
同
じ

文
脈
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
の
風
物
を
綴
っ
た
詩

集
『
山
と
海
か
ら
」
を
出
し
た
ほ
ど
の
ワ
ィ
ガ
ン
ト
に
と
っ
て

は
、
「
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
専
門
家
が
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア

で
学
ん
で
い
る
」
日
本
人
の
文
化
は
高
く
、
た
と
え
私
宅
監
置

の
悪
弊
に
眼
を
つ
ぶ
っ
て
で
も
、
伝
統
的
な
家
族
制
度
に
依
存

し
た
精
神
病
者
看
護
は
擁
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
彼
の
”
パ
ラ
レ
リ
ズ
ム
“
が
貫
か
れ
て

他
方
、
近
代
日
本
の
あ
り
様
は
、
ワ
ィ
ガ
ン
ト
の
思
想
を
育

ん
だ
ド
イ
ツ
の
近
代
国
家
観
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
と
り
わ
け

大
正
期
の
知
識
階
層
は
、
国
民
国
家
形
成
の
イ
デ
オ
ロ
キ
ー
と

し
て
、
ド
イ
ツ
の
文
化
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
に
熱
心
だ
っ
た
。

民
族
主
義
、
人
種
差
別
、
国
粋
主
義
を
生
み
出
す
可
能
性
を
孕

む
こ
の
概
念
で
強
調
さ
れ
る
の
は
、
国
民
や
国
家
の
ア
ィ
デ
ン

い
つ
勾
○

テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
。
こ
の
点
で
日
本
に
お
け
る
西
欧
化
と
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
強
調
と
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一

九
三
○
年
代
に
顕
著
に
な
る
日
本
の
精
神
医
学
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
は
、
そ
の
延
長
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
医
学
者
た
ち
は

日
本
の
文
化
や
伝
統
を
精
神
病
者
看
護
の
近
代
化
（
西
欧
化
）

の
手
段
と
し
、
あ
る
い
は
、
伝
統
的
な
看
護
法
そ
れ
自
体
が
西

欧
の
そ
れ
に
も
伍
す
る
も
の
だ
と
主
張
し
は
じ
め
る
。

結
局
、
ワ
イ
ガ
ン
ト
と
日
本
の
医
学
者
の
私
宅
看
護
・
監
置

に
関
す
る
言
説
は
同
根
か
ら
発
し
て
い
る
。
ワ
ィ
ガ
ン
ト
が
ド

イ
ツ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
、
彼
が
賛
美
す
る
日
本
の
文
化
と

精
神
医
学
に
投
影
す
る
一
方
、
日
本
の
医
学
者
は
私
宅
監
置
を

「
家
族
の
美
風
」
と
い
う
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
結
び
つ

け
た
。
し
か
し
、
私
宅
監
置
は
彼
ら
が
望
ん
だ
よ
う
に
は
展
開

せ
ず
、
一
九
五
○
年
の
精
神
衛
生
法
で
私
宅
監
置
制
度
が
廃
止

さ
れ
て
か
ら
は
、
施
設
収
容
主
義
が
猛
威
を
振
る
っ
た
こ
と
は

周
知
の
事
実
で
あ
る
。


